ほぼ週刊コラム　Partnership論　その１６１
シリーズ：『米国Partnership税制勉強会』の振り返りと準備
第十五回勉強会（年表項目10：ビル・クリントン政権(1993-2001））の振り返り（４）：
IRS（米国内国歳入庁）IBD 最新版1980-2012発行を受けて　その１：グラフ改訂
20151022　rev.2　齋藤旬

　久しぶりにIRS Stats of Income (SOI)のWeb Siteを見たら、5年間revise upされなかったIntegrated Business Data (IBD)の最新版である1980-2012版が載っていた。また、Corporation Income Tax Returns 2012と、Partnership Returns, 2013も載っていた。
　ということで今週は幾つかのグラフの改訂を行ったので速報としてココにお見せする。
　IBD整備は、ビル・クリントン政権（1993年1月－2001年1月）の経済再生成果の誇示のために行われた。
Check the Boxを始め大胆な規制撤廃を幾つも行い、Partnership経済によるIT産業革命を成功させたことを統計データで示すために、黎明期にあったBig Data解析手法を過去の膨大な税務申告データに適用することを決定し、この作業のための予算を確保したのは、ビル・クリントン政権末期の2000年のことだった。
　翌2001年3月、ブッシュ政権に切り替わってから、上下院の合同税制委員会（Joint Tax Committee）から、「OVERVIEW OF PRESENT LAW AND SELECTED PROPOSALS REGARDING THE FEDERAL INCOME TAXATION OF SMALL BUSINESS AND AGRICULTURE」 --- この14頁にはLLCが1993年から突如急増を始めたことを示す予備的データが載っている --- などが発行され、実際のBig Data解析が始まった。
　その最初のBig Data解析報告論文：An Analysis of Business Organizational Structure and Activity from Tax Data、拙訳：税データから見た、事業組織の構造と活動の分析　が出たのは2003年のことだったし、フルペーパー：The Effects of Tax Reform on the Structure of U.S. Business、拙訳：米国税制改革がビジネス構造へ与えた影響について　が出たのは2004年のことだった。

　つまり奇しくも仇敵共和党ブッシュ政権の下で民主党の成果を誇示するデータ作りが進んだ。その背景には、2000年の大統領選挙でフロリダ・リカウントのようなことは想定外であり、経済再生を成功させたクリントン政権の後は同じ民主党のアル・ゴアが、政権を当然に引き継ぐはずだとの思惑があった。即ち、このBig Data解析はビル・クリントンから、政権を引き継ぐはずのアル・ゴアへの贈り物になるはずだった。
　ブッシュ政権（2001年1月－2009年1月）の間は、Partnership税制に大きな進展は見られない。ただ財務省長官だったポールソンは、Partnershipの威力を隠しきれなかったと見えて、ブッシュ政権末期の2007年末にBUSINESS TAXATION AND GLOBAL COMPETITIVENESSという論文を出し、その最初のグラフ（14頁、chart3.1）で、[image: image1.emf]
図の中段の破線グラフ（-- -- -- --）が示す様に、「flow-through entityが利益の60％を稼ぐ様になった」ことを、こらえきれずに、暴露した。
　上図では1980-2004のデータしか載っていないが、今般、この元データが2012年まで整備された。それを私が同様の形式でプロットしたのが下図。

　
[image: image2]
　
定番となっている「費用対効果の比較推移」「事業体数の比較推移」についても改訂した。
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　明日は勉強会なので、これらグラフ鑑賞は皆さんにお任せし、明日、皆さんの「感想」をうかがうこととしたい。

　私からの説明は来週号で、その２：グラフ説明、として行う予定。

今週は以上。来週も請うご期待。
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[image: image7.png]The flow—through share of net income grew from 20 percent in 1980 to 50 percent by 2012
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